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球状RFP装置RELAXにおけるトムソン散乱測定による電子温度計測
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電子温度はプラズマの閉じ込め特性を評価する上で最も重要なパラメータの一つであり，トムソン散乱測定

は最も信頼性の高い電子温度計測方法である．低アスペクト比RFP装置RELAXのプラズマパラメータ領域
を詳細に調べるために，トムソン散乱計測システムを導入した．RELAX [1] では低アスペクト比 RFP配位
の特性を詳細に調べてRFPの幾何学的形状の最適化のデータベースとして資することを目的としている．低
アスペクト比RFPでは特に，電子温度 200 - 300 eVでベータ値が 20 - 30 %に達すると，ブートストラップ
電流割合が 20 - 30 %に増加する可能性が指摘されており [2]，このパラメータ領域での実験を目指している．
フラットトッププラズマ電流値が 50 - 60 kAで深い反転 (F ∼ -1.0)のRFP放電における中心電子温度Te(0)

の時間発展計測結果を図 1に示す．0.5 msおきにプロットされた中心電子温度の測定点は，各測定時刻におけ
る 20 - 30ショットにわたる値の平均値であり，その標準偏差をバーで示した．典型的な値として，Te(0)は放
電開始後 0.5 msで 70 eV程度に到達し，1.0 ms以降の電流フラットトップフェーズでは 100 eV程度を保っ
ている．104-GHz µ波干渉計で計測された線平均電子密度が ne = 0.2 - 1.6 × 1019 m−3の領域で，電子の速

度分布をマックスウェル分布と仮定して計算したトムソン散乱全散乱強度は線平均電子密度にほぼ比例する．

この比例係数を較正値として中心電子密度 ne(0)を求め，中心電子圧力 pe(0)を評価し，プラズマ電流値の二
乗 (Ip

2)に対してプロットすると図 2となる．中心電子圧力とエッジポロイダル磁場の磁気圧の比として中心
ベータポロイダル βpeを定義して，βpe = 5%，10%に相当する直線を図中に示した．これは RELAXで達成
された電子ベータ値の目安を与えるものと考えている．[3]
講演ではRELAXの幅広い放電領域における到達電子温度，到達電子圧力などについて議論する予定である．
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図 1: RELAXにおける反転が深い典型的な RFPプラ
ズマの中心電子温度 Te(0)の時間発展計測結果．
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図 2: 中心電子圧力 pe(0)の Ip
2依存性．二本の破線は

pe(0)/(Bθ(a)2/2µ0)に対応している．
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